
策
定
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
（
本
庁
舎
３
階
　
☎
3４－

３
２
７
４ 

ｆ
3４－

３
２
０
１
）

市
役
所
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を

◦
昭
和
3４
年
５
月
竣
工

　
丸
の
内
３
番
７
号
（
現
在
地
）

◦
当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
一
般
公

開
の
折
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

が
長
蛇
の
列
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。

◦
昭
和
４４
年
に
、
事
務
の
充
実
や

増
加
等
か
ら
、
東
庁
舎
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

◦
大
正
２
年
１
月
竣
工

　
大
手
４
丁
目
４
番
（
上
土
町
）

◦
市
制
施
行
か
ら
、
旧
病
院
を
修

理
し
た
町
役
場
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
て
い
た
が
、
狭
く
な
っ
た

た
め
改
築
を
決
議

◦
市
内
随
一
と
謳
わ
れ
た
一
見
鉄

筋
レ
ン
ガ
づ
く
り
に
見
え
る
建

物
も
木
造
の
建
物
で
し
た
。

◦
平
成
２9
年
９
月

　
現
在
地
を
新
庁
舎
の
建
設
場
所

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
議
会

と
協
議
し
、
決
定

◦
平
成
31
年
（
予
定
）

　
庁
舎
の
具
体
的
規
模
や
事
業
手

法
な
ど
を
定
め
た
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◦
平
成
37
年
（
予
定
）

　
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

松本市役所庁舎のあゆみ

？

　

現
在
の
市
役
所
庁
舎
は
、
本
庁

舎
が
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）、

東
庁
舎
が
昭
和
44
年
（
１
９
６
９

年
）
の
建
築
で
、
こ
れ
ま
で
も
市

議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
新

庁
舎
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
可
能
な
限
り

現
在
の
庁
舎
を
有
効
活
用
す
る
考

え
の
も
と
、
耐
震
補
強
工
事
の
実

施
や
、
不
足
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
プ

レ
ハ
ブ
庁
舎
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
庁
舎
が
建
築
後
60

年
（
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

建
物
の
一
般
的
な
耐
用
年
数
の
目

安
）
を
目
前
に
控
え
、
来
庁
さ
れ

る
方
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
庁
舎

建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
市
が
目
指
す
新
庁

舎
の
建
設
指
針
と
な
る
基
本
的
な

考
え
方
を
示
す
「
松
本
市
役
所
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大正 ２年～昭和3４年～現在平成37年～

〈� 〉

昔、本庁舎付近には昔武家屋敷や藩校
が建ち並んでいて、東庁舎には病院や
教会が建っていたんだよ。
本庁舎と東庁舎の間の道は、江戸時代
に馬術の訓練に使われていたみたい。

そうなんだね。ところで市役所
の前は何が建っていたの？

へ～。どうしてそこに決まったの？

新しい土地を購入する必要がない
っていう理由から決まったんだ。

公共交通機関が確保されていてみ
んなが来やすい

市役所の場所として広く定着して
いる

お城を中心としたまちづくりなど、
松本市の計画に適している

●●●●●●●●●●おしえて　新庁舎建設

へぇ～！

今、市役所が建っている所
に建てるんだよ

市役所を建て替えるって聞いたけど、
どこに建てるの？
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こんな姿勢で新庁舎建設に取り組みます

割
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
市
民
、

企
業
、
行
政
な
ど
、
多
種
多
様
な

立
場
の
人
た
ち
の
交
流
や
対
話
を

生
み
出
し
て
市
政
運
営
に
生
か
す

な
ど
、『
新
た
な
共
創
・
協
働
』

を
育
み
ま
す
。

　

市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
が
、

そ
の
権
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

　

庁
舎
建
設
を
従
来
の
仕
事
の
仕

方
や
組
織
体
制
を
見
直
す
機
会
と

捉
え
、『
行
政
機
能
の
適
切
な
配

置
』
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
部

局
の
枠
組
み
を
超
え
た
職
員
間
・

組
織
間
の
繋
が
り
が
一
層
深
ま
り
、

市
内
各
所
に
配
置
し
て
い
る
『
行

政
機
関
を
生
か
し
支
え
る
』
庁
舎

を
目
指
し
ま
す
。

４

コ
ン
パ
ク
ト
＋ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
庁
舎

こ
ん
な
新
庁
舎
を
目
指
し
ま
す

 

市
役
所
新
庁
舎
の
基
本
的
な
考
え
方 

◇さまざまな問題に対して、知恵を出して問題の解決に
当たります。

◇市民の皆さんと一緒に庁舎建設に取り組みます。

◇市民の皆さん、民間企業の感覚を取り入れ、将来の人
たちにも喜んでもらえる市役所庁舎を目指します。

　

分
か
り
や
す
い
案
内
や
サ
イ
ン

な
ど
で
、
初
め
て
来
庁
す
る
方
で

も
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
の
場
所
へ
誘

導
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
手
続

き
等
の
た
め
に
訪
れ
る
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
部
分
と
職
員
が
作
業
す
る

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
部
分
を
区
分
し
て
、

『
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
空
間

を
デ
ザ
イ
ン
』
す
る
と
と
も
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
執
務
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
庁
者
に
と
っ
て
最

良
の
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
の
配
置
を

検
討
し
、
誰
に
で
も
や
さ
し
い
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
ワ
ン
フ

ロ
ア
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
ま
す
。

１

分
か
り
や
す
さ
・ 

使
い
や
す
さ
を 

実
感
で
き
る
庁
舎

に
応
用
が
き
く
）
な
設
計
』
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ル
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効

率
的
な
利
用
を
進
め
る
な
ど
、
環

境
に
や
さ
し
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

（
持
続
可
能
性
の
高
い
）
で
、
将

来
の
市
民
も
誇
り
を
持
て
る
庁
舎

を
目
指
し
ま
す
。

　

働
く
人
に
と
っ
て
の
働
き
や
す

さ
が
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
な
が
り
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る
庁
舎
か
ら
、

新
し
い
働
き
方
の
導
入
を
進
め
、

健
康
経
営
を
実
践
し
て
、『
常
に

一
歩
先
を
行
く
オ
フ
ィ
ス
』
を
社

会
に
提
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
等
の
最
新
技
術

を
率
先
し
て
活
用
し
て
、
効
率
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
洗
練
さ
れ
た

ス
ペ
ー
ス
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
拠
点
施

設
と
し
て
の
『
災
害
対
応
力
を
発

揮
』
で
き
る
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
や
行
政
情
報

を
守
る
高
度
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
防
犯

面
を
含
め
た
物
理
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
確
保
し
ま
す
。

　

庁
舎
内
の
配
置
を
自
由
に
変
更

で
き
る
『
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
（
柔
軟

５

新
た
な
時
代
の
オ
フ
ィ
ス

の
モ
デ
ル
と
な
る
庁
舎

６

リ
ス
ク
に
備
え
る
庁
舎

７

世
代
を
超
え
て 

受
け
継
が
れ
て
い
く
庁
舎

時
代
の
先
を
読
み
、
変
化
し
続
け
る
力
を
備
え
た
、

〝
ひ
と
〟
や 

〝
ま
ち
〟
を
結
ぶ
庁
舎

　

松
本
城
天
守
の
東
、
外
堀
と
片

端
町
の
総
堀
に
画
さ
れ
た
三
の
丸

に
位
置
す
る
立
地
を
生
か
し
た
、

松
本
城
公
園
内
の
歴
史
的
構
造
物
、

堀
や
樹
木
、
東
西
の
山
並
み
と
調

和
し
た
良
好
な
眺
望
景
観
を
形
成

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
松
本
城
と
相

乗
し
た
新
た
な
空
間
を
生
み
出
し
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
庁
舎
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
化
や
湧
水
等
の
松
本

市
の
特
色
が
感
じ
ら
れ
る
、『
ゆ

と
り
と
や
す
ら
ぎ
の
空
間
づ
く

り
』
を
進
め
ま
す
。

　

ま
ち
と
ひ
と
を
接
続
す
る
ハ
ブ

機
能
を
こ
れ
か
ら
の
市
役
所
の
役

２

松
本
城
と
共
に
時
を 

刻
む
庁
舎

３

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

芽
生
え
る
庁
舎
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